
取　扱　説　明　書

このたびは充電式震動ドライバドリルを
お買い上げ賜わり厚くお礼申し上げます。
ご使用に先立ち、この取扱説明書をよく
お読みいただき本製品の性能を十分ご理
解の上で、適切な取り扱いと保守をして
いただいて、いつまでも安
全に能率よくお使いくださ
るようお願いいたします。
なお、この取扱説明書はお
手元に大切に保管してくだ
さい。

充電式	
震動ドライバドリル
モデル HP330D
無段変速・正逆転両用・２スピード
ブレーキ付
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主要機能
モデル

主要機能
HP330D

電動機 直流マグネットモータ

バッテリ
リチウムイオンバッテリ

バッテリBL1013（容量 1.3 Ah）
電圧 直流10.8 V

回転数
高速 ０〜1,500 min-1（回転 /分）
低速 ０〜400 min-1（回転 /分）

打撃数
高速 ０〜22,500 min-1（回 /分）
低速 ０〜6,000 min-1（回 /分）

ネジ締め能力 小ネジ：M6
木ネジ：φ5.1 × 63 mm

穴あけ能力
鉄工キリ：φ10 mm
木工キリ：φ21 mm
超硬ドリル：φ8 mm

ドリルチャック能力 0.8 ｍｍ〜 10ｍｍ
本製品寸法 長さ201 mm×幅 53 mm×高さ 183 mm

質量（バッテリ含む） 1.0 kg
振動３軸
合成値

震動ドリルモード 9.5 m/s2

ドリルモード <2.5 m/s2

	• 振動3 軸合成値はEN60745-2-1 規格に基づき測定。
	• 振動 3 軸合成値についての詳細は JEMA［（社）日本電機工業会］ウェブ
サイト：（http://www.jema-net.or.jp/Japanese/pis/powertool.html）
をご参照ください。

充電器 DC10WA

入力電圧 単相交流100 V
入力周波数 50-60 Hz
入力容量 45 VA
出力電圧 直流7.2 V-10.8 V
出力電流 直流1.6 A-2.4 A

	• 改良のため、主要機能および形状などは変更する場合がありますので、ご
了承ください。
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JPA002-65

安全上のご注意

	• ご使用前に、「取扱説明書」と「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上、
正しく使用してください。
	• 感電、火災、重傷などの事故を未然に防ぐために、この「安全上のご注意」
を必ず守ってください。
	•「充電工具」は、充電式（バッテリパック式）の電動工具を示します。

注意文の 警告 ･ 注意 ・ 注  の意味について

ご使用上の注意事項は 警告 と 注意 ・ 注 に区分していますが、
それぞれ次の意味を表します。

警告 ：誤った取り扱いをしたときに、使用者が死亡または重傷
を負う可能性が想定される内容のご注意。

注意 ：誤った取り扱いをしたときに、使用者が傷害を負う可能
性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定さ
れる内容のご注意。
なお 注意  に記載した事項でも、状況によっては重
大な結果に結びつく可能性があります。いずれも安全に
関する重要な内容を記載していますので、必ず守ってく
ださい。

注 ：製品および付属品の取り扱いなどに関する重要なご注意。
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警告
作業環境
1.	 作業場は、整理整頓してください。また、十分に明るくし、いつもき
れいに保ってください。

	• ちらかった暗い場所や作業台は、事故の原因となります。
2.	 可燃性の液体・ガス・粉じんのある所で使用しないでください。
	• 充電工具から発生する火花が発火や爆発の原因になります。
3.	 使用中は子供や第三者を作業場に近づけないでください。
	• 注意力が散漫になり、操作に集中できなくなる可能性があります。
	• 作業者以外、充電工具や充電器のコードに触れさせないでください。
4.	 十分な、防じん対策や飛散防止対策をしてください。
	• 特に、人体に有害な成分を含む材料を加工するときは、注意してください。
5.	 アスベスト（石綿）周辺の環境下（除去作業含む）で使用しないでく
ださい。

	• アスベストは、人体に肺がんなどの重大な健康被害を発症させる物質です。

電気に関する安全事項
1.	 電源コンセントは充電器の電源プラグに合ったものを使用してくださ
い。また、電源プラグの改造をしないでください。アース（接地）付
きプラグは確実にアース（接地）をしてください。

	• 改造していない電源プラグおよびそれに対応するコンセントを使用すれば、感
電のリスクが低減されます。

2.	 金属製のパイプや暖房器具、電子レンジ、冷蔵庫の外枠などアース（接
地）されているものに身体を接触させないようにしてください。

	• 感電する恐れがあります。
3.	 充電工具、バッテリおよび充電器は、雨ざらしにしたり、湿った、ま
たは濡れた場所で使用したり、充電したりしないでください。

	• 充電工具や充電器内部に水が入り、感電やバッテリが短絡（ショート）する恐
れがあります。

	• バッテリ内部に水が入り短絡（ショート）すると、発熱、発火、破裂の恐れが
あります。

4.	 充電器の電源コードを乱暴に扱わないでください。
	• 電源コードを持って充電器を運んだり、引っ張ったりしないでください。また、
電源プラグを抜くために電源コードを利用しないでください。

	• 電源コードを熱、油、角のある所、動くものに近づけないでください。電源コー
ドが損傷したり、身体にからまって感電する恐れがあります。

5.	 使用環境に適した延長コードを使用してください。
6.	 USB端子付きの充電工具や充電器は、USB端子間を短絡（ショート）
させないでください。

	• 釘、針金が USB 端子内に入ると、短絡（ショート）して発煙、発火の恐れが
あります。
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警告
作業者に関する安全事項
1.	 油断しないで十分注意して作業を行ってください。
	• 充電工具を使用する場合は、取扱方法、作業の仕方、周りの状況など十分注意
して慎重に作業してください。

	• 疲れていたり、アルコールまたは医薬品を飲んでいる方や妊娠している方は、
充電工具を使用しないでください。

	• 屋外での作業の場合は、夜間の使用や悪天候などで視界の悪いときは充電工具
を使用しないでください。

	• 一瞬の不注意が深刻な傷害を招きます。
2.	 安全保護具を使用してください。
	• 作業時は、常に保護メガネを使用してください。また、粉じんの多い作業では
防じんマスクを併用してください。必要に応じて、すべり防止安全靴・ヘルメッ
ト、耳栓、イヤマフなどを着用してください。

3.	 不意な始動は避けてください。
	• バッテリを本製品に差し込む前に、スイッチが切れていることを確かめてくだ
さい。

	• スイッチに指をかけて運ばないでください。
4.	 充電工具の電源を入れる前に、調整キーやレンチなどは、必ず取りは
ずしてください。

	• 電源を入れたときに、取り付けたキーやレンチなどが回転して負傷する恐れが
あります。

	• 本製品に収納場所がある場合は、決められた位置にしっかり固定してください。
5.	 無理な姿勢で作業をしないでください。
	• 本製品を無理に押しつけず、常に足元をしっかりさせ、バランスを保つように
してください。

6.	 きちんとした服装で作業してください。
	• だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は、回転部に巻き込まれる恐れがあ
るので着用しないでください。

	• 髪、衣服、手袋は回転部分に近づけないでください。
	• 屋外での作業の場合には、ゴム手袋とすべり止めの付いた履物の使用をおすす
めします。

	• 長い髪は、帽子やヘアカバーなどで覆ってください。
7.	 集じん装置が接続できるものは接続して使用してください。
	• 充電工具に集じん機などが接続できる場合は、これらの装置を確実に接続する
ことで粉じんの人体への影響を軽減できます。

8.	 使用直後は製品の端子部に触れないでください。熱くなっているため
やけどの恐れがあります。

充電工具の使用および手入れ
1.	 充電工具は能力に合った作業に使用してください。
	• ‌安全に能率よく作業するために、充電工具の能力に合った負荷で作業してください。
2.	 スイッチに異常がないか点検してください。
	• スイッチで始動および停止操作のできない充電工具は危険です。使用せず修理
をお申し付けください。
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警告
3.	 充電工具の誤始動を防ぐために、次の作業前はスイッチを切り、バッ
テリを本製品から抜いてください。

	• 本製品の調整
	• 刃物、砥石、ビットなどの先端工具や付属品の交換
	• 保管、または修理
	• 充電工具から離れるとき
	• 本製品の受け渡し
	• その他危険が予想される作業
4.	 使用しない充電工具、充電器およびバッテリは、子供の手の届かない
乾燥した鍵のかかる場所に保管してください。

	• 充電工具や充電器からバッテリを抜いて保管してください。
	• 充電器は電源コンセントから電源プラグを抜いて保管してください。
	• バッテリはバッテリカバーをつけて保管してください（バッテリカバー付きの
場合）。

5.	 可動部分の位置調整および締め付け状態、部品の破損、取り付け状態、
その他運転に影響をおよぼすすべての部位に異常がないか確認してく
ださい。

	• 保守点検が不十分であることが事故の原因になります。
	• 握り部は、常に乾かしてきれいな状態に保ち、油やグリスなどが付かないよう
にしてください。

	• 注油や付属品の交換は、取扱説明書に従ってください。
	• 充電器の電源コードは定期的に点検し、損傷している場合は、お買い上げの販
売店、または当社営業所に修理をお申し付けください。

	• 充電器に使用する延長コードは、定期的に点検し、損傷している場合は交換し
てください。

	• 安全に能率よく作業していただくために、刃物類は常に手入れをし、よく切れ
る状態を保ってください。

6.	 先端工具は、鋭利できれいな状態を保ってください。
	• 先端工具を適切に手入れすることで、円滑な作業と容易な操作ができます。
7.	 取扱説明書で指定した先端工具、付属品、アタッチメントなどを使用
してください。

	• ‌取扱説明書で指定のサイズ、形状、付属品などは、本製品の性能や安全を引出
すよう、最適に設計されています。

8.	 充電工具、付属品、アタッチメント、先端工具類は、作業条件や実施
する作業に合わせてご使用ください。

	• 指定された用途以外に使用すると、事故の原因になります。
9.	 極端な高温や低温の環境下では十分な性能を得られません。

バッテリに関する安全事項
1.	 バッテリを差し込む前に、スイッチが切れていることを確認してくだ
さい。

	• ‌スイッチがオンの位置にあるときにバッテリを差し込むと事故につながりま
す。
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警告
2.	 バッテリは専用充電器以外では充電しないでください。
	• ほかのバッテリ用の充電器を流用すると、火災、発熱、破裂、液漏れの恐れが
あります。

3.	 マキタが指定した専用バッテリ以外使わないでください。また、改造
したバッテリ（分解してセルなどの内蔵部品を交換したバッテリを含
む）を使用しないでください。

	• 工具本体の性能や安全性なども損なう恐れがあり、火災やけが、故障、破裂な
どの原因になります。

4.	 バッテリの端子部を金属などで接触させないでください。
	• バッテリを金属と一緒に工具箱や釘袋などに保管しないでください。短絡
（ショート）して発熱、発火、破裂の恐れがあります。
	• 本製品または充電器からはずした後は、バッテリにバッテリカバーを必ず取り
付けてください（バッテリカバー付きの場合）。

5.	 高温などの過酷な条件下ではバッテリから液漏れすることがあります。
漏れ出た液体に不用意に触れないでください。

	• 万が一、バッテリの液が目に入ったら、直ちにきれいな水で十分洗い医師の治
療を受けてください。

	• バッテリの液は炎症ややけどの原因になることがあります。
6.	 バッテリはマキタ製品以外に取り付けて使用しないでください。
	• 火災、発熱、破裂、液漏れの恐れがあります。
7.	 バッテリは、火への投入、加熱をしないでください。
	• 発火、破裂の恐れがあります。
8.	 バッテリに釘を刺す、切る、潰す、投げる、落とす、硬い物で叩くな
ど衝撃を与えないでください。

	• 発熱、発火、破裂の恐れがあります。
9.	 分解・改造をしないでください。
	• 発熱、発火、破裂の恐れがあります。
10.	バッテリを火のそばや炎天下など高温の場所で充電・使用・保管しな
いでください。

	• バッテリを周囲温度が50 ℃以上に上がる可能性のある場所（金属の箱や夏の
車内など）に保管しないでください。バッテリ劣化の原因になり、発煙、発火
の恐れがあります。

11.	バッテリを水のような導電体に浸さないでください。またバッテリの
内部に水のような導電体を侵入させないでください。

	• バッテリ内部に水のような導電体が侵入すると短絡（ショート）し、発熱、発
火、破裂の恐れがあります。

12.	使用時間が極端に短くなったバッテリは使用しないでください。
13.	落としたり、何らかの損傷を受けたバッテリは使用しないでください。
	• 損傷、または使用できなくなったバッテリは回収しております。お買い上げの
販売店、または当社営業所へご持参ください。

14.	使用済みのバッテリは一般家庭ゴミとして棄てないでください。
	• 棄てられたバッテリがゴミ収集車内などで破壊されて短絡（ショート）し、発
火・発煙の原因になる恐れがあります。
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警告
15.		‌バッテリは、電力量が100 Whを超える場合、危険物に分類されます。
	• 輸送の際は、輸送会社にお問い合わせの上、指示に従ってください。
	• 電力量は、バッテリ裏側の注意ラベルに記載されています。
16.	使用中、使用後にバッテリが熱くなることがあります。やけど、低温
やけどの原因になるため注意してください。

17.	バッテリに切りくず、ほこり、土などがたまらないようにしてください。
	• 異常発熱によりやけどをしたり、発火、破裂または、作動不良によりけがに至
る恐れがあります。

整備
1.	 充電工具は、専門家による純正部品だけを用いた修理により安全性を
維持することができます。

	• 本製品、充電器、バッテリを分解、修理、改造はしないでください。発火した
り、異常動作して、けがをする恐れがあります。

	• 本製品が熱くなったり、異常に気づいたときは点検・修理に出してください。
	• 本製品は、該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
	• 修理は、必ずお買い上げの販売店、または当社営業所にお申し付けください。
	• 修理の知識や技術のない方が修理すると、十分な性能を発揮しないだけでなく、
事故やけがの恐れがあります。

	• アスベスト（石綿）周辺の環境下（除去作業含む）で使用した本製品の保守・点検・
修理は受付できません。

その他の安全事項
1.	 損傷した部品がないか点検してください。
	• 使用前に、保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し、正常に作動
するか、また所定機能を発揮するか確認してください。異常がある場合は、使
用する前に修理を行ってください。

	• ‌破損した保護カバー、その他の部品交換や修理は、取扱説明書に従ってくださ
い。取扱説明書に記載されていない場合は、お買い上げの販売店、または当社
営業所に修理をお申し付けください。スイッチが故障した場合は、お買い上げ
の販売店、または当社営業所に修理をお申し付けください。

	• 異常・故障時には、直ちに使用を中止してください。そのまま、使用すると発
煙・発火、感電、けがに至る恐れがあります。
＜異常・故障例＞
	• 本製品やバッテリが異常に熱い。
	• 本製品やバッテリに深いキズや変形がある。
	• 焦げくさい臭いがする。
	• ビリビリと電気を感じる。

	• ‌‌スイッチを入れても動かないなど不具合を感じた場合は、すぐにバッテリを抜
いてお買い上げの販売店、または当社営業所に点検、修理をお申し付けください。
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警告
2.	 正しい付属品やアタッチメントを使用してください。
	• この取扱説明書および当社カタログに記載されている付属品やアタッチメント
以外のものを使用すると、事故やけがの原因となる恐れがあるので使用しない
でください。

3.	 材料を加工する工具では、材料をしっかりと固定してください。
	• 材料を固定するために、クランプや万力などを利用してください。手で保持す
るより安全で、両手で充電工具を使用できます（材料を動かして加工する製品
を除く）。

4.	 ラッカー、ペイント、ベンジン、シンナー、ガソリン、ガス、接着剤
などのある場所では充電しないでください。

	• 爆発や火災の恐れがあります。
5.	 火災の恐れがあります。次のようなことをしないでください。
	• ダンボールなどの紙類、座布団などの布類、畳、カーペット、ビニールなどの
上では充電しないでください。

	• 風窓のある充電器は、充電中に風窓をふさがないでください。また風窓に金属
類、燃えやすいものを差し込まないでください。

	• 綿ぼこりなど、ほこりの多い場所で充電しないでください。
6.	 充電器のバッテリ装着部には充電用端子があります。金属片・水など
の異物を近づけないでください。

	• そのまま充電を続けると発煙、発火、破裂の恐れがあります。
7.	 充電器は充電以外の用途には使用しないでください。
8.	 充電中、発熱などの異常に気が付いたときは、直ちに電源プラグを抜
いて充電を中止してください。そのまま充電を続けると発煙、発火、
破裂の恐れがあります。

9.	 正しく充電してください。
	• 充電器は定格表示してある電源で使用してください。
	• 昇圧器などのトランス類や直流電源では使用しないでください。異常に発熱し、
火災の恐れがあります。

	• ラベルに の表示がある充電器はエンジン発電機（当社インバータ制御付
エンジン発電機は除く）では使用しないでください。異常に発熱し、火災の恐
れがあります。

	• 周囲温度が10 ℃未満、または周囲温度が40 ℃以上ではバッテリを充電しな
いでください。破裂や火災の恐れがあります。

	• バッテリは、換気のよい場所で充電してください。充電中のバッテリや充電器
を布などで覆わないでください。破裂や火災の恐れがあります。

	• 充電器の電源コードが踏まれたり、引っかけられたり、無理な力を受けて損傷
することがないような場所で充電してください。発煙、発火、感電の恐れがあ
ります。

	• 充電器を使用しないときは、電源プラグを抜いてください。
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警告
10.	充電器の電源プラグにぬれた手で触れないでください。
	• 感電の恐れがあります。
11.	充電工具を高圧電線の近くで使用しないでください（高圧電線対応製
品は除く）。

	• 誤動作や故障する恐れがあります。
12.	充電器で使用する延長コードの太さ（導体公称断面積）と長さの目安
	• ‌充電器の使用時に延長コードが必要な場合、充電器を最高の能率で支障なくご
使用いただくために十分な太さの延長コードをできるだけ短くお使いください。

太さ（導体公称断面積） 長さの目安
2.0 mm2 30 m

この取扱説明書は、大切に保管してください。
	• お読みになった後は、お使いになる方がいつでも見ることができる所に
必ず保管してください。
	• ほかの人に貸し出す場合は、一緒に取扱説明書もお渡しください。

●騒音防止規制について
騒音に関しては、法令や各都道府県などの条例で定める規制がありますので、
ご近所などの周囲に迷惑をかけないようにご使用ください。



12

先に充電工具として共通の注意事項を述べましたが、充電式震動ドライバド
リルとして、さらに次の注意事項を守ってください。

警告
1.	 耳栓、耳覆い（イヤマフ）などの防音用保護具を着用してください。
	• 騒音の大きい作業では、防音用保護具を着用してください。
	• 騒音にさらされ難聴の原因になります。
2.	 使用中は、振り回されないよう本製品を確実に保持してください。
	• 確実に保持していないと、けがの原因になります。
	• 補助ハンドル（サイドグリップ、グリップなど）は指定されたものをご使用く
ださい。

3.	 作業する箇所に、電線管・水道管やガス管などの埋設物がないことを、
作業前に十分確かめてください。

	• 埋設物があると工具が触れ、感電や漏電・ガス漏れの恐れがあり、事故の原因
になります。

4.	 使用中は、ビットなどの工具類や回転部、切りくずなどの排出物に手
や顔などを近づけないでください。

	• けがの原因になります。
5.	 使用中、本製品の調子が悪かったり、異常音がしたときは、直ちにスイッ
チを切って使用を中止し、お買い上げの販売店、または当社営業所に
点検・修理をお申し付けください。

	• そのまま使用していると、けがの原因になります。
6.	 誤って落としたり、ぶつけたときは、工具類や本製品などに破損や亀裂、
変形がないことをよく点検してください。

	• 破損や亀裂、変形があると、けがの原因になります。
7.	 先端工具がチャックに食い込んで取れなくなった場合は、手で取らず
にペンチなどを使って取りはずしてください。

	• けがの原因になります。

充電式震動ドライバドリル安全上のご注意
JPB054-16
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注意
1.	 工具類（ビットなど）や付属品は、取扱説明書に従って確実に取り付
けてください。

	• 確実でないと、はずれたりし、けがの原因になります。
2.	 使用中は、軍手など巻き込まれる恐れがある手袋を着用しないでくだ
さい。

	• 回転部に巻き込まれ、けがの原因になります。
3.	 作業直後のビットや切りくずは大変熱くなっていますので、触れない
でください。

	• やけどの原因になります。
4.	 高所作業のときは、下に人がいないことをよく確かめてください。
	• 材料や本製品などを落としたときなど、事故の原因になります。
5.	 回転させたまま、台や床などに放置しないでください。
	• けがの原因になります。
6.	 細径ドリルは折れやすいので注意してください。
	• 飛散して、けがの恐れがあります。
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各部の名称および標準付属品

モード切り替え
リング

締め付け力
切り替えリング

ドリルチャック

ライト

スイッチ
の引金

バッテリ

速度切り替え
レバー

正逆転切り替え
レバー

製品の組み合わせおよび標準付属品
モデル

標準付属品
HP330DZ HP330DWX

バッテリ
（容量） ×

○
BL1013　２個
（1.3 Ah）

充電器
（充電時間） ×

○
DC10WA
（約 50分）

ビット　2－ 65 × ○
ホルスター × ○

プラスチックケース × ○
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別販売品のご紹介
•	 別販売品の詳細につきましてはカタログを参照していただくか、お買い
上げの販売店、または当社営業所へお問い合わせください。

•	 ビット（マグネット付）
名称 先端形状 長さ（mm） 梱包数 部品番号

スリムタフビット

No.0 85 3 A-52875

No.1
65 3 A-52881
110 3 A-52897

No.2

65
3 A-50924
6 A-50930
10 A-50946

85
3 A-50952
6 A-50968
10 A-50974

110
3 A-50980
6 A-50996

トーションタフビット

No.2
No.3

65 3 A-50625
85 3 A-50712
110 3 A-50631

No.2

65
3 A-49563
6 A-49579
10 A-49806

85
3 A-49585
6 A-49591
10 A-49828

110
3 A-49600
6 A-49616

150 3 A-50120

No.3
65 3 A-52906
110 3 A-52912

※ No.0 ビットはネジ締めモードでご使用ください。
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•	 ビット
名称 長さ（mm） 梱包数 部品番号
No.1 65 10 A-06529

No.2

45 10 A-06507
45（ハードタイプ） 10 A-10540

65 10 A-06535
65（ハードタイプ） 10 A-10556

82 10 A-10562
110 10 A-06557
150 10 A-06579

No.3
45 10 A-06513
65 1 A-44161
110 1 A-44177

•	 タフソケットビット

サイズ（mm）
部品番号

適用ボルト Ａ φｄ Ｌ１ Ｌ２ Ｌ３
M3 5.5 9 3.5 20 60 A-51851
M4 7 13.5 6.5 22 61 A-51867
M5 8 13.5 6.5 22 61 A-51873
M6 10 16 6.5 22 61 A-51895

別販売品のご紹介
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•	 超硬ドリル
径（mm） 長さ（mm） 最大穿孔能力（mm） 部品番号
3.0 85 45 A-42260
3.2 85 45 A-42276
3.4 85 45 A-42282
3.5 85 45 A-42298
3.8 85 45 A-42307
4.0 85 45 A-42313
4.3 85 45 A-42329
4.5 85 45 A-42335
4.8 85 45 A-42341
5.0 85 45 A-42357
5.3 100 55 A-42363
5.4 100 55 A-42379
5.5 100 55 A-42385
6.0 100 55 A-42391
6.4 100 55 A-42400
6.5 100 55 A-42416
7.0 125 70 A-42422
7.5 90 60 791028-6
7.5 125 70 A-42438
8.0 125 70 A-42444

•	 超硬ドリル

径（mm） 有効長
（mm） 部品番号 径（mm） 有効長

（mm） 部品番号

3.0

45

A-47058 4.5
50

A-47117
3.2 A-47064 4.8 A-47123
3.4 A-47070 5.0 A-47139
3.5 A-47086 6.0 55 A-47145
4.0 50 A-47092 6.4 A-47151
4.3 A-47101 8.0 70 A-47167

•	 充電用超硬ドリル３本セット
錐径3.4 mm、3.5 mm、4.3 mm（各１本３本組）
部品番号：A-46919

別販売品のご紹介
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•	 ソケットビット

サイズ（mm）
部品番号

適用ボルト Ａ 長さ Ｄ
M4 7 55 11 A-44292

M6 10
55 15 A-44317
70 16 A-44323

•	 バッテリBL1013（容量 1.3 Ah）
部品番号：A-48692

別販売品のご紹介
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バッテリの取り付け・取りはずし方
•	 バッテリを取りはずすときは、両側
のボタンを押しながら、引き抜くと
取りはずせます。

•	 取り付けるときは奥まで確実に挿入
してください

バッテリについて
•	 お買い上げ時は、バッテリは十分に充電されていません（スイッチを操
作すると本製品は動くおそれがありますので注意してください）。ご使用
前に充電器で正しく充電してからご使用ください。

•	 バッテリが低温のときには工具本来の能力を発揮できないことがありま
す。この場合はしばらく軽作業で使用するなどしてバッテリを室温程度
に温めると本来の能力が出ます。

バッテリの充電方法
•	 充電器のプラグを 100 V の電源に
差し込んでください。表示ライトは
「緑」の点滅を繰返します。
•	 バッテリを充電器に挿入してくださ
い。挿入には注意し充電器の挿入ガ
イドにそって充電器の底にあたるま
で入れてください。

•	 バッテリを挿入しますと充電表示ラ
イトが「赤」に点灯し充電を開始し
ます。

•	 充電が完了すると充電表示ライトが
「緑」の点灯に変わります。
•	 バッテリを抜き取り、電源から充電
器のプラグを抜いてください。

ボタン

バッテリ

表示ライト
「緑」の点滅 ： 充電前

表示記号

表示ライト
「赤」の点滅 ： 充電中
「緑」の点灯 ： 充電完了

バッテリ

使い方
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使い方

注
	• 使用直後のバッテリや直射日光の当たる所に長時間放置したバッテリを
充電されますと充電表示ライトが「赤」の点滅を繰返す場合があります。
このようなときはバッテリの温度が下がると充電を開始します。
	• 充電前に冷やすことをおすすめします。
	• 充電開始後、表示ライトが「赤」、「緑」の交互点滅を繰返した場合や、バッ
テリを挿入しても「緑」点滅になる場合はバッテリの寿命またはゴミづ
まりで充電できません。
	• 次のような状態のときは、充電器またはバッテリに故障があると考えら
れますので、充電器とバッテリの両方を、お買い上げの販売店にお持ち
ください。
×�充電器のプラグを 100Ｖの電源に差し込んでも、表示ライトが「緑」
に点滅しない。
×バッテリを挿入しても、表示ライトが「赤」に点灯または点滅しない。
×�充電開始後、充電表示ライトが「赤」に点灯した後、90分以上たって
も充電が完了しない。（表示ライトが「緑」に変わらない。）

バッテリを長持ちさせるには
•	 工具の力が弱くなってきたと感じたら使うのをやめ、充電してください。
•	 満充電したバッテリを再度充電しないでください。
•	 充電は周囲温度10 ℃～ 40 ℃の範囲で行ってください。
•	 使用直後などの熱くなったバッテリは、冷やしてから充電してください。

バッテリの回収について
•	 使用済みバッテリはリサイクルのため回収しております。お買い上げの
販売店、または当社営業所へご持参ください。

充電器の点検・修理・保管について
•	 ‌いつも安全に能率よくお使いいただくために定期点検をおすすめします。
修理・点検はお買い上げの販売店、または当社営業所にお申し付けください。

•	 充電器の保管場所として次のような場所は避けてください。
× お子様の手が届いたり、簡単に持ち出せる所
× 温度や湿度の急変する所
× 湿気の多い所
× 直射日光の当たる所
× 揮発性物質の置いてある所



21

使い方

警告
ビットや付属品などの取り付け、取りはずしの際は必ずバッテリを抜いて
ください。
•	 本製品が作動して、けがの恐れがあります。

ビットやキリの取り付け ･取りはずし方
•	 スリーブを左へ回すとドリルチャッ
クの先端のツメが開きます。ビット
やキリを差し込み、スリーブを図の
矢印方向（右）に回して強く締め付
けてください。取りはずす場合は、
スリーブを左へ回してゆるめ、ビッ
トやキリを抜き取ってください。

スイッチの操作

警告
本製品にバッテリを差し込む前に、スイッチが切れていることを必ず確認
してください。
•	 スイッチを入れたままバッテリを差し込むと急に回りだし、事故の原因になり
ます。

•	 スイッチは引金を引くと入り、放す
と切れます。スイッチの引金の引き
加減によりお望みの回転数が得られ
ます。

スリーブ
締まる

ライト

スイッチの
引金
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使い方

ライトの点灯

注意
ライトを直接のぞき込んだり、目に当てないでください。
•	 ライトの光が連続して目に当たると目を傷める原因になります。

•	 スイッチの引金を引くと点灯し、スイッチを放すと消灯します。

正逆転切り替えレバーの操作
•	 正逆転切り替えレバーのA側を押す
と右回転（正転）し、B側を押すと
左回転（逆転）します。

•	 正逆転切り替えレバーを中間の位置
にすると、スイッチの引金が引けな
くなります。

注
	• ご使用前には必ず回転方向を確認してください。
	• 正転・逆転の切り替えは、モータの回転が停止した状態で行ってください。
	• 回転中に切り替えますと故障の原因になります。
	• 本製品を使用しないときは、正逆転切り替えレバーを中間の位置にして
おいてください。

正逆転切り替えレバー

A側 B側

右回転
（正転）

左回転
（逆転）
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使い方

スピードの切り替え操作
•	 速度切り替えレバーを 1側にスライ
ドさせると低速になり、2側にスラ
イドさせると高速になります。

•	 ご使用前に速度切り替えレバーが正
しい位置にあることを確認し、作業
に合った回転数で使用してくださ
い。

注
	• 速度切り替えレバーは正しい位置にセットしてください。1側と 2側の
間の位置で使用すると故障の原因となります。
	• スピードの切り替えは、モータの回転が停止した状態で行ってください。
回転中に切り替えますと故障の原因になります。

速度切り替え
レバー

高速

低速
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使い方

モード切り替えリングの操作
•	 本製品はモード切り替えリングを操作することで「震動ドリルモード」

（回転+震動）、「ドリルモード」 （回転のみ）、「ネジ締めモード」
（回転+クラッチ）、の切り替えができます。

•	「震動ドリルモード」で使用すると
きは、モード切り替えリングのマー
ク を矢印にセットします。

•	「ドリルモード」で使用するときは、
モード切り替えリングのマーク を
矢印にセットします。

•	「ネジ締めモード」で使用するとき
は、モード切り替えリングのマーク
を矢印にセットします。

モード
切り替えリング

矢印

モード
切り替えリング

矢印

モード
切り替えリング

矢印
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使い方

注
	• モード切り替えリングの切り替えは停止のときに行ってください。ただ
し、切り替えが入りにくい場合はスイッチの引金をわずかに引き、少し
回転させてから切り替えてください。
	• モード切り替えリングは確実に切り替えてください。途中の位置で使用
されますと切り替え機構の故障の原因になります。
	• 使用前にモード切り替えリングが正しい位置にあることを確認し、作業
にあったモードと回転数で使用してください。

締め付け力切り替えリングの操作（ネジ締めモードのみ）
•	 締め付け力を変えるときは、締め付
け力切り替えリングを回転させてく
ださい。締め付け力切り替えリング
は 18 段階の切り替えができます。
締め付け力は 1,2,…,18 の順に強く
なります。作業前に実際にお試しの
上ご使用ください。

締め付け力
切り替えリング

目盛り

矢印
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使い方

ネジ締め
•	 木ネジや小ネジを締め付ける場合
は、モード切り替えリングをネジ
マーク の位置にしてください。締
め付け力切り替えリングは締め付け
作業に応じた目盛りに合わせてくだ
さい。

•	 ビットをネジの頭部の溝にあて、ス
イッチの引金を徐々に引いてネジの
頭部からビットがはずれない程度の
力で押しつけてください。

•	 クラッチが作動したら、スイッチの
引金を放してください。

注
	• 締め付けるネジに対して本製品をまっすぐに保持してください。本製品
が斜めになると、ネジの頭部を傷めることがあります。
	• 木ネジを締め付けるときは、木ネジの径よりも少し細いキリで、下穴を
あけておくと材料が割れたりせず、らくに締め付けることができます。

締め付け力
切り替え
リング

矢印

モード
切り替え
リング
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使い方

穴あけ

警告
穴の抜けぎわは、キリが折れたり、本製品に大きな力がかかり振り回され
る恐れがあります。穴の抜けぎわを確認しながら慎重に作業してください。
•	 けがの原因になります。
キリを逆転させて抜くときは本製品が振り回される恐れがありますので本
製品をしっかり保持してからスイッチを入れてください。
•	 確実に保持していないと、けがの原因となります。

ドリルとして使用する場合
•	 金属や木材に穴をあける場合は、モード切り替えリングをドリルマーク

の位置にしてください。このとき、締め付け力切り替えリングは、ど
の位置でも結構です。

•	 金属に穴をあける場合は、穴をあけたい位置にセンタポンチでクボミを
つくり、そのクボミにキリの先をあてがえば、キリの先がすべらず正確
な位置に穴あけができます。

震動ドリルとして使用する場合
•	 コンクリートやタイルなどの石材に穴をあける場合は、モード切り替え
リングをハンママーク の位置にしてください。このとき、締め付け力
切り替えリングは、どの位置でも結構です。ドリルは超硬ドリルを使用
してください。

•	 穴の位置決めは低速回転で作業すれば、正確な位置に穴あけができます。
•	 深い穴で粉じんがつまるときは、超硬ドリルを回転させながら 2～ 3回
穴より出し入れさせて粉じんを排出してください。

手回しドライバとして使用する場合（手締め機能）
•	 スイッチを切ります。
•	 正逆転切り替えレバーを中間位置に
します。

•	 本製品を手で回します。
•	 締め付け状態の確認に便利です。

注
	• ソケットビットなどでの無理な締め
付けやサビついたネジの無理な取り
はずしなどはしないでください。

正逆転切り替え
レバー
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使い方

ホルスターの使い方（HP330DWX仕様のみ）

注意
ホルスターはドリルなどの刃物のついた工具では使用しないでください。
•	 けがの原因になります。
本製品のスイッチを切り、モータの回転が完全に停止してからホルスター
に入れ、確実に保持してください。

•	 図のようにホルスターをズボンのベ
ルトに通し、腰のあたりで保持しま
す。

•	 本製品をホルスターに入れ、ボタン
で固定します。

•	 ビットはホルスター先端部に２本差
し込んでおくことができます。

ベルト

ホルスター

ボタン

ビット
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使い方

1回の充電での作業量
•	 数値は参考値です。
スイッチの引金を最大に引き込んだ状態での値です。
ドリルの切れ味や相手の材料などにより異なります。

木ネジ寸法 材料 締め付け本数

木ネジ

φ3.5 mm× 22 mm（高速使用時）

ラワン

約350本
φ 4.1 mm× 38 mm（高速使用時） 約130本
φ 5.1 mm× 38 mm（低速使用時） 約120本
φ 5.1 mm× 63 mm（低速使用時） 約60本

ドリル径 材料 板厚 穴あけ数
鉄工キリ

（高速使用時）
φ3 mm

冷間圧延鋼板 1.6 mm
約 250コ

φ 6.5 mm 約 60コ

木工キリ

φ9 mm
（高速使用時）

ラワン 25 mm

約 190コ

φ 12 mm
（高速使用時） 約140コ

φ 18 mm
（低速使用時） 約60コ

ドリル径 材料 穴あけ深さ 穴あけ数
超硬ドリル
（高速使用時）

φ6.5 mm レンガ
30 mm

約 35本
φ 8.0 mm モルタル 約15本

注
	• 本製品を無理に押しつけて回転数を大幅に低下させることは避けてくだ
さい。作業効率が低下するばかりでなく、1回の充電での使用時間が短
くなります。
	• 予備のバッテリを使用して連続作業をされる場合は、本製品を15分以上
休止させてください。
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保守・点検について

警告
点検・整備の際には必ずスイッチを切り、本製品よりバッテリを抜いてく
ださい。
•	 バッテリを本製品に差し込んだまま行うと、事故の原因になります。

本製品のお手入れ
•	 乾いた布か薄めた中性洗剤を付けた布できれいに拭いてください。

注
	• ガソリン、ベンジン、シンナー、アルコールなどは変色、変形、ひび割
れの原因となりますので使用しないでください。

ご修理の際は
•	 修理はご自分でなさらないで、必ずお買い上げの販売店、または当社営
業所にお申し付けください。
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メモ



882629B2 愛知県安城市住吉町3-11-8 〒 446-8502
IWT TEL.0566-98-1711 （代表）


